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立
場
か
ら
、
「
教
育
す
る
」
「
教
え
る
」
側
に
欠
け
て
い
る
配
慮

や
資
質
と
は
何
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
耳
の
痛
く
な
る
指
摘

が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
初
等
中
等
教
育
と
大
学
教
育

と
で
は
異
な
る
面
も
数
多
く
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
教
育
に

お
け
る
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
ー
性
と
い
う
一
点
に
お
い
て
は
、
乳
幼

児
保
育
か
ら
大
学
ま
で
変
わ
る
と
こ
ろ
の
な
い
部
分
も
存
在
す

る
。
大
学
教
育
に
お
い
て
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
発
揮
さ
れ
る
べ

き
か
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
教
育
制
度
全
体
の
中
で
の
今

後
の
大
学
な
る
も
の
の
位
置
づ
け
や
大
学
教
員
の
役
割
に
つ
い

て
、
「
教
え
る
」
と
い
う
具
体
的
場
面
に
即
し
て
思
考
し
実
践

す
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

金
子
光
男
編
著

　
「
経
済
思
想
史
」

　
　
　
（
八
千
代
出
版
、

二
〇
〇
四
）

藏
　
本

忍

　
惟
う
に
、
近
年
学
生
の
歴
史
へ
の
関
心
は
と
み
に
薄
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
時
間
の
よ
り
一
層
速
い
流
れ
が
学
生
に
立
ち

止
ま
っ
て
振
り
返
る
こ
と
を
躊
躇
さ
せ
る
の
か
、
あ
る
い
は
関

心
の
多
様
化
が
事
柄
の
焦
点
を
拡
散
さ
せ
、
何
が
重
要
な
問
題

か
に
つ
い
て
の
焦
点
を
正
し
く
結
ば
せ
な
い
の
か
、
あ
る
い
は

ま
た
た
だ
単
に
怠
惰
な
だ
け
な
の
か
、
そ
の
理
由
は
定
か
で
は

な
い
。
私
の
ゼ
ミ
の
学
生
に
つ
い
て
言
え
ば
、
直
ぐ
に
役
立
つ

知
識
へ
の
欲
求
は
あ
る
に
し
て
も
、
歴
史
へ
の
関
心
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
経
済
学
の
歴
史
を
問
う
て
も
無
駄
で
あ
る
。
例
え

ば
、
彼
ら
に
と
っ
て
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
こ
・
、
ル
は
『
自

由
論
』
や
『
女
性
の
解
放
』
の
著
者
で
あ
っ
て
、
『
経
済
学
原

理
』
の
著
者
で
は
な
い
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
反
映
し
て
か
、
本
書
が
編
ま
れ
た
。
編
著

者
の
「
序
に
か
え
て
」
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
は
経

済
学
史
・
思
想
史
の
初
学
者
の
た
め
の
入
門
書
・
教
科
書
で
あ

り
、
「
主
義
」
と
「
学
派
」
に
纏
め
ら
れ
て
分
か
り
や
す
く
論

述
さ
れ
て
い
る
。
編
著
者
に
よ
れ
ば
、
経
済
思
想
史
・
経
済
学

説
史
・
経
済
理
論
史
の
関
係
は
こ
の
順
序
で
抽
象
度
が
高
く
な

る
。
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
る
経
済
思
想
史
は
、
主
と

し
て
理
論
が
形
成
さ
れ
る
「
周
辺
領
域
」
、
あ
る
い
は
「
思
想

の
星
雲
状
態
」
に
目
配
り
し
て
、
理
論
や
思
想
を
重
層
的
に
理

解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
章
「
重
商
主

義
」
（
金
子
光
男
）
、
第
二
章
「
重
農
主
義
」
（
長
峰
　
章
）
、
第
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三
章
「
古
典
派
経
済
学
」
（
遠
藤
哲
広
）
、
第
四
章
「
マ
ル
ク
ス

の
社
会
思
想
と
政
治
経
済
学
批
判
」
（
生
方
　
卓
）
、
第
五
章

「
歴
史
学
派
経
済
学
」
（
原
田
哲
史
）
、
第
六
章
「
限
界
革
命
“

ミ
ク
ロ
経
済
学
の
源
流
」
（
飯
田
和
人
）
、
第
七
章
コ
九
三
〇

年
代
と
ケ
イ
ン
ズ
革
命
」
（
飯
田
和
人
）
、
「
経
済
思
想
史
年
表
」

（
奥
山
　
誠
）
。
以
下
、
簡
単
に
各
章
の
内
容
を
概
観
し
て
見

て
み
よ
う
。

　
第
一
章
の
「
重
商
主
義
」
は
、
絶
対
王
政
が
成
立
す
る
一
五

世
紀
半
ば
か
ら
産
業
革
命
が
開
始
さ
れ
る
一
八
世
紀
半
ば
の
三

〇
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
を
支
配
し
た
経
済
政

策
と
経
済
思
想
の
総
称
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
代
は
い
わ
ゆ
る
資

本
の
原
始
的
蓄
積
期
で
あ
る
。
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
、
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ペ
テ
ィ
、
デ
ビ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
と
時
代
が
下
る
に
つ
れ

て
、
分
析
の
中
心
が
流
通
か
ら
生
産
へ
移
行
し
て
い
き
、
そ
し

て
最
後
に
ス
ミ
ス
の
『
諸
国
民
の
富
』
第
四
編
「
政
治
経
済
学

の
諸
体
系
に
つ
い
て
」
の
な
か
で
徹
底
的
に
批
判
さ
れ
る
。

　
第
二
章
の
「
重
農
主
義
」
は
コ
ル
ペ
ー
ル
主
義
（
重
商
主

義
）
の
失
敗
の
結
果
、
疲
弊
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
国
力
と
経
済
の

再
建
を
図
る
た
め
に
、
ケ
ネ
ー
を
中
心
と
し
て
農
業
の
振
興
に

力
を
注
い
だ
一
群
の
人
々
の
思
想
と
運
動
で
あ
る
。
特
に
、
ケ

ネ
ー
は
農
業
だ
け
が
純
生
産
物
を
生
産
す
る
か
ら
、
農
業
者
階

級
だ
け
を
生
産
的
階
級
と
み
な
し
、
商
工
業
者
階
級
を
不
生
産

的
階
級
と
み
な
し
た
。
こ
れ
が
ス
ミ
ス
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
ケ
ネ
ー
の
「
経
済
表
」
は
そ
の
後
マ

ル
ク
ス
の
再
生
産
表
式
や
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
の
産
業
連
関
表
に
継

受
さ
れ
、
経
済
学
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　
第
三
章
の
「
古
典
派
経
済
学
」
は
主
と
し
て
ア
ダ
ム
・
ス
ミ

ス
、
リ
カ
ー
ド
ウ
、
J
・
S
こ
・
、
ル
の
三
者
を
取
り
上
げ
、
マ

ル
サ
ス
を
リ
カ
ー
ド
ウ
と
の
関
連
で
の
み
論
じ
て
い
る
。
客
観

的
価
値
論
（
労
働
価
値
論
）
と
そ
の
純
化
と
い
う
観
点
か
ら
す

れ
ば
、
古
典
派
経
済
学
の
主
流
は
ス
ミ
ス
と
リ
カ
ー
ド
ウ
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
彼
ら
の
功
績
は
旧
体
制
の
姪
桔
を

排
除
し
て
、
新
興
の
産
業
資
本
の
利
害
を
代
弁
し
、
新
た
な
経

済
社
会
の
自
由
で
自
律
し
た
発
展
の
道
筋
を
整
え
た
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
一
九
世
紀
半
ば
の
ミ
ル
の
時
代
に
な
る
と
、
資

本
主
義
の
問
題
点
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
り
、
特
に
分
配
に
お

け
る
修
正
が
必
要
に
な
っ
て
い
た
。

　
第
四
章
の
「
マ
ル
ク
ス
の
社
会
思
想
と
政
治
経
済
学
批
判
」

は
出
発
点
と
し
て
の
へ
ー
ゲ
ル
哲
学
研
究
と
そ
の
批
判
か
ら
始

ま
っ
て
、
へ
ー
ゲ
ル
左
派
に
依
拠
し
た
現
状
批
判
と
市
民
社
会

を
理
解
す
る
鍵
と
し
て
の
経
済
学
研
究
へ
と
移
行
し
て
い
く
マ

ル
ク
ス
の
思
想
遍
歴
と
思
想
の
進
化
・
深
化
を
論
じ
て
い
る
。
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マ
ル
ク
ス
の
主
著
『
資
本
論
』
第
一
部
初
版
が
出
版
さ
れ
た
の

は
一
八
六
七
年
で
あ
り
、
そ
の
副
題
は
「
政
治
経
済
学
の
批

判
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
著
作
の
究
極
目
的
は
「
近
代
社
会
の
経

済
的
運
動
法
則
を
暴
露
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。

　
第
五
章
の
「
歴
史
学
派
経
済
学
」
は
旧
歴
史
学
派
（
ロ
ッ
シ

ャ
ー
、
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
、
ク
ニ
ー
ス
）
、
新
歴
史
学
派
、
あ

る
い
は
「
講
壇
社
会
主
義
」
（
シ
ュ
モ
ラ
ー
、
ブ
レ
ン
タ
ー

ノ
）
、
最
新
歴
史
学
派
（
ヴ
ェ
ー
バ
ー
、
ゾ
ン
バ
ル
ト
、
ザ
リ

ー
ン
、
シ
ュ
ピ
ー
ト
ホ
フ
）
に
分
け
ら
れ
る
。
旧
歴
史
学
派
は

一
九
世
紀
半
ば
頃
の
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
形
成
期
に
お
け
る
経

済
学
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
古
典
派
経
済
学
と
は
異
な
る
方
法

を
模
索
し
た
。
新
歴
史
学
派
は
一
九
世
紀
後
半
の
ド
イ
ツ
資
本

主
義
確
立
期
の
経
済
学
で
あ
り
、
資
本
主
義
の
弊
害
と
し
て
の

社
会
問
題
（
労
働
者
問
題
）
を
解
決
す
る
た
め
に
、
積
極
的
に

社
会
政
策
を
提
案
し
た
。
最
新
歴
史
学
派
は
二
〇
世
紀
初
頭
に

ド
イ
ツ
が
帝
国
主
義
の
段
階
に
達
し
た
時
代
の
経
済
学
で
あ

り
、
政
治
的
・
社
会
的
実
践
よ
り
も
学
問
に
没
頭
し
、
旧
・
新

歴
史
学
派
の
研
究
方
法
を
再
検
討
し
た
。

　
第
六
章
の
「
限
界
革
命
”
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
源
流
」
は
従
来

の
客
観
的
価
値
学
説
に
対
し
て
主
観
的
価
値
学
説
を
成
立
さ
せ

た
。
一
八
七
〇
年
代
初
頭
に
ほ
ぼ
同
時
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

カ
ー
ル
・
メ
ン
ガ
ー
、
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
S
・
ジ
ェ

ボ
ン
ズ
、
ス
イ
ス
の
レ
オ
ン
・
ワ
ル
ラ
ス
の
三
者
が
限
界
概
念

な
い
し
限
界
分
析
に
よ
っ
て
交
換
に
基
づ
い
た
新
た
な
経
済
学

を
構
築
し
た
。
彼
ら
は
財
の
消
費
に
よ
る
諸
個
人
の
欲
望
満
足

度
を
効
用
と
呼
び
、
追
加
一
単
位
当
た
り
の
（
あ
る
い
は
最
終

一
単
位
当
た
り
の
）
欲
望
満
足
度
を
限
界
効
用
と
名
づ
け
た
。

こ
の
理
論
は
限
界
効
用
逓
減
の
法
則
と
限
界
効
用
均
等
の
法
則

か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
章
で
は
、
さ
ら
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
学
派
（
新
古
典
派
経
済
学
）
の
創
設
者
で
あ
る
ア
ル
フ
レ
ッ

ド
・
マ
ー
シ
ャ
ル
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
七
章
の
「
一
九
三
〇
年
代
と
ケ
イ
ン
ズ
革
命
」
は
経
済
学

が
再
び
大
き
く
変
化
す
る
時
代
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
一
に
、
限

界
革
命
に
よ
っ
て
成
立
し
た
三
つ
の
学
派
が
新
古
典
派
経
済
学

と
し
て
一
つ
の
学
派
に
統
合
さ
れ
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
が
完
成
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
三
〇
年
代
の
世
界
恐
慌
を
契
機

と
し
て
国
民
所
得
水
準
の
変
化
と
そ
の
原
因
の
分
析
を
研
究
の

中
心
に
据
え
た
マ
ク
ロ
経
済
学
と
し
て
の
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
が

成
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
本
書
は
網
羅
的
、
か
つ
体
系
的
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
し
か

も
初
学
者
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
じ
て
平
明
な
文

章
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
分
か
り
や
す
い
と
い
う
利
点
を
持
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っ
て
い
る
。
学
生
に
ぜ
ひ
一
読
を
勧
め
た
い
書
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
残
念
な
点
も
あ
る
。
本
書
に
は
正
誤
表
が

付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
四
〇
ヶ
所
以
上
の
誤
植
・

誤
記
・
事
実
誤
認
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
。
経
済
思
想
史
の
専
門

家
で
は
な
い
評
者
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
思
わ
ぬ
読
み
違
い
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
に
は
、
ご
寛
恕
願
い
た
い
。
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